
























成のために教育の果たす役割を重視し、 1988年公立中等教育無償法 (FreePublic Secondary 













































































































































こうした目標のために必要とされる価値は、 「価値地図」 (The Values Map)として提示されて













































































順位 関連の深い語句 回数 「中心価値」の体系 回数
1 家族 (family) 7 2 愛 (LOVE) 5 9 
2 仲間 (GROUP) 7 1 社会的責任 (SOCIALRESPONS.) 5 3 
3 自己 (seIf) 6 7 効率性 (EFFIICIENCY) 3 5 
4 7ィリI:'ン人 (Filipino) 6 4 精神性 (SPIRITUALITY) 2 9 
5 神 (god) 6 2 真実 (TRUTH) 2 6 
6 Jミ、ュー-T-ィ(communi. ty) 5 8 ナ1:1ナリズム (NA TI ONAL I SM) 1 5 
7 発展 (development) 3 6 健康 (HEARTH) 6 
8 社会 (society) 2 8 ＊ ＊ 


























































て詳しい英語文献としては、 MindaC. Sutaria , Junita S. Guerrero Paulina 








革プログラムの検討を中心として」 『江戸川女子短期大学紀要』 N051990 P49参照）
(4)原喜美 「フィリピンの国民的統一と宗教・道徳教育」 『第三世界における国民統一と宗















のである。 （小林哲也・江淵公一編『多文化教育の比較研究』九州大学出版会 1985 
PP.11-14参照）
(9) Tomas Q. D. Andres & Fel izard Y. Francisco, "Curriculum development in the Pi l ipp-
ine Setting" National Book store Inc. 1989 P. 28-29 
(10) Maria L.C.Doronila, "The Limits of Educational Change" University of the Phili-











(11)価値教育フレームワークの序文より引用 (TheValues Education Program of the Depa-
rtment of Education, Culture and Sports , VALUES EDUCATION FOR THE FILIPINO , the 
Department of Education.Culture and Sports 1988) 
(12)高橋彰「フィリピンの価値体系」 『東南アジアの価値体系4』現代アジア出版会 1972 
P. 159 
(13) 「価値地図」では、人間の価値は「人間の尊厳」 (human dignity)によって統一され、
この「人間の尊厳」は 8つの「中心的価値」 (core values)と「中心的価値」にそれに
「関連する価値」 (related values)によって構成されるとしている。それは、 A.健康
（肉体の健全さ、清潔、物質的な世界との調和、美、芸術） B. 真実（知識、創造的かつ









(14)この「guidelinesfor values level teaching」この資料は、現地の価値教育担当の公立
高校の現職教員から入手したもので、価値教育の研修会資料として使われたものであると
のことである。
(15) VALUES EDUCATION, PHENIX PUBLISHING HOUSE SERIES I -N、1988
(16) 「価値明確化の理論」については、ぅス L.E.、）＼ーミン M.、サイモン S.B. 著 遠藤昭彦監訳
『道徳教育の革新』 ぎょうせい 1991年に拠る。
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